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特養の収支差０・６ポイントダウン
平成 26年度介護事業経営実態調査

■
第
２
回
社
会
保
障
審
議
会

福
祉
部
会
（
９
月
４
日
）

【
概
要
】
社
会
福
祉
法
人
改
革
に
つ
い
て
本

格
的
な
審
議
に
入
っ
た
。
厚
労
省
は
公
益
財

団
法
人
の
よ
う
な
見
直
し
（
評
議
員
会
の
権

限
強
化
な
ど
）
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

議
題　

経
営
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て　

１　

理
事
・
理
事
長
、
理
事
会

・
理
事
の
義
務
と
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
理

事
長
を
代
表
権
者
と
す
る
。
理
事
会
を
業
務

遂
行
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
理
事
の
職
務

遂
行
を
監
督
し
、
理
事
長
の
選
定
・
解
職
等

の
権
限
を
法
律
に
明
記
し
た
ら
ど
う
か
。

・
社
会
福
祉
法
人
の
役
員
に
も
特
別
背
任
罪
、

贈
収
賄
罪
の
適
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

２　

評
議
員
・
評
議
員
会

・
評
議
員
会
を
最
終
意
思
決
定
機
関
と
し
、

理
事
を
選
任
す
る
な
ど
理
事
会
に
対
す
る
牽

制
機
能
と
し
て
全
て
の
法
人
に
設
置
す
る
よ

う
に
し
た
ら
ど
う
か
。
評
議
員
と
理
事
等
の

兼
職
を
禁
止
し
、
任
期
を
２
年
か
ら
４
年
へ

延
長
し
て
は
ど
う
か
。

３　

監
事

・
監
事
の
選
任
・
解
任
を
評
議
員
会
の
議
決

事
項
と
し
た
ら
ど
う
か
。

４　

会
計
監
査

・
一
定
規
模
を
超
え
る
法
人
に
会
計
監
査
人
に

よ
る
監
査
を
法
的
に
義
務
付
け
た
ら
ど
う
か
。

■
第
３
回
医
療
介
護
総
合
確

保
促
進
会
議
（
９
月
８
日
）

【
概
要
】
創
設
さ
れ
た
都
道
府
県
ご
と
の
基

金
の
配
分
方
法
な
ど
を
定
め
た
「
医
療
介
護

総
合
確
保
方
針
案
」
を
了
承
し
た
。
基
金
交

付
は
10
月
内
示
、
11
月
決
定
の
予
定
。

【
医
療
介
護
総
合
確
保
方
針
】
告
示
さ
れ
た

内
容
を
要
約
。「
↓
」
は
筆
者
が
加
筆
。

第
１　

意
義
と
基
本
的
な
方
向
（
略
）

第
２　

医
療
計
画
と
介
護
保
険
事
業
の
整
合

性
の
確
保

・
平
成
30
年
度
以
降
対
応
す
べ
き
事
項
↓
都

道
府
県
と
市
町
村
は
医
療
計
画
や
介
護
保
険

事
業
計
画
な
ど
を
一
体
的
に
作
成
し
、
整
合

性
が
確
保
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
す
る
。

・
30
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
事
項
↓
市
町
村

は
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
作
成
に
当

た
り
、
医
師
会
等
と
連
携
し
て
体
制
の
充
実

を
は
か
る
。
都
道
府
県
は
具
体
的
な
支
援
策

を
支
援
事
業
計
画
に
定
め
る
。

第
３　

都
道
府
県
計
画
及
び
市
町
村
計
画
の

整
合
性
確
保
に
関
す
る
基
本
事
項

・
計
画
期
間
は
、
基
金
を
充
て
て
実
施
す
る

事
業
の
進
捗
管
理
の
観
点
か
ら
原
則
１
年
間

と
し
、
内
容
に
応
じ
個
別
事
業
を
複
数
年
と

す
る
こ
と
も
可
能
。

第
４　

基
金
を
充
て
て
実
施
す
る
事
業

・
事
業
の
管
理　

自
治
体
は
可
能
な
限
り
数

値
目
標
を
設
定
し
、事
業
計
画
を
管
理
す
る
。

・
事
業
の
範
囲
（
介
護
関
連
を
抜
粋
）
↓
①

介
護
支
援
専
門
員
の
研
修
等
②
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
等
の
整
備
②
介
護
従
事
者
の
確
保

な
ど
。

（
注
）
本
年
度
の
基
金
は
９
０
４
億
円
で
医

療
に
限
定
。
27
年
度
か
ら
介
護
の
施
設
整
備

や
人
材
育
成
の
費
用
も
交
付
の
対
象
と
な

る
。■

第
１
０
８
回
介
護
給
付
費

分
科
会
（
９
月
10
日
）

【
概
要
】
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向

け
、
介
護
関
事
業
者
７
団
体
に
対
す
る
第
１

回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
７
団
体
）
を
行
っ
た
。

リ
ハ
ビ
リ
関
係
団
体
は
訪
問
リ
ハ
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
の
要
件
緩
和
や
報
酬
見
直
し
な

ど
を
要
望
し
た
。
出
席
団
体
と
発
言
概
要
は

以
下
の
通
り
。

【
24
時
間
在
宅
ケ
ア
研
究
会
】
○
24
時
間
定

期
巡
回
・
随
時
対
応
型
が
普
及
し
な
い
の
は

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
が
利
用
者
を
囲
い
込

ん
で
い
る
た
め
で
大
胆
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
。

【
日
本
理
学
療
法
士
協
会
】
○
ケ
ア
マ
ネ
が

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
際
、
理
学
療
法
士

等
の
活
用
を
推
進
し
て
ほ
し
い
○
心
身
機
能

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
適
切
な
評
価
し
て
ほ
し

い
○
看
護
や
リ
ハ
な
ど
複
合
的
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
拠
点
の
創
出
を
。

【
日
本
作
業
療
法
士
協
会
】
○
独
自
開
発
し

た
「
生
活
行
為
向
上
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
通

所
リ
ハ
に
組
み
込
ん
で
ほ
し
い
○
同
行
訪
問

や
地
域
ケ
ア
会
議
で
の
情
報
提
供
な
ど
連
携

を
評
価
し
て
ほ
し
い
。

【
日
本
言
語
聴
覚
士
協
会
】
○
地
域
ケ
ア
会

議
へ
の
参
加
な
ど
環
境
の
整
備
を
。

【
全
国
特
定
施
設
事
業
者
協
議
会
】
○
地
域

区
分
単
価
の
引
き
上
げ
を
○
認
知
症
ケ
ア
や

看
取
り
介
護
の
評
価
を
拡
充
し
て
ほ
し
い
。

【
全
国
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
協
議
会
】
○
認
知

度
が
低
く
介
護
予
防
事
業
な
ど
に
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
を
位
置
付
け
て
介
護
保
険
で
財
政
支

援
を
○
介
護
施
設
整
備
費
補
助
の
復
活
を
。

【
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
協
会
】
○
同
一

建
物
へ
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
報
酬
引

き
下
げ
は
事
業
者
に
と
っ
て
死
活
問
題
だ
。

■
第
３
回
社
会
保
障
審
議
会

福
祉
部
会
（
９
月
11
日
）

【
概
要
】
厚
労
省
は
社
会
福
祉
法
人
の
「
運

営
の
透
明
性
」
を
確
保
す
る
た
め
貸
借
対
照

表
や
役
員
報
酬
基
準
な
ど
の
開
示
を
義
務
付

け
る
考
え
を
示
し
た
。

議
題　

運
営
の
透
明
性
の
確
保
の
在
り
方

１　

財
務
諸
表
、
活
動
状
況
、
経
理
状
況
の

公
表

・
定
款
、
事
業
計
画
書
、
役
員
報
酬
基
準
を

新
た
な
閲
覧
の
対
象
と
し
、
貸
借
対
照
表
、

収
支
決
算
書
、
役
員
報
酬
基
準
の
公
表
を
法

的
に
明
記
し
た
ら
ど
う
か
。

・
現
況
報
告
書
に
役
員
区
分
ご
と
の
報
酬
総

額
を
追
加
し
て
閲
覧
・
公
表
す
る
よ
う
法
的

に
明
記
し
た
ら
ど
う
か
。

２　

都
道
府
県
、
国
に
お
け
る
情
報
集
約
と

公
表

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
、
社
会
福
祉
法
人
の

情
報
を
集
約
し
て
開
示
す
る
仕
組
み
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

■
第
１
０
９
回
介
護
給
付
費

分
科
会
（
９
月
29
日
）

【
概
要
】
前
回
に
引
き
続
き
、
推
進
協
な
ど

介
護
事
業
者
７
団
体
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
。

介
護
報
酬
引
き
上
げ
や
規
制
緩
和
を
求
め
る

意
見
と
要
望
が
多
数
を
占
め
た
。
次
回
か
ら

サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
各
論
に
移
り
、
11
月
下
旬

を
め
ど
に
分
科
会
と
し
て
の
「
基
本
的
な
考

え
方
」
を
取
り
ま
と
め
、
12
月
中
下
旬
に
運

営
基
準
に
つ
い
て
諮
問
・
答
申
の
予
定
。
介

護
報
酬
改
定
案
の
諮
問
・
答
申
は
来
年
１
月

中
下
旬
の
見
通
し
。

【
議
題
】
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向

け
て

【
日
本
福
祉
用
具
・
生
活
支
援
用
具
協
会
】

○
福
祉
用
具
を
活
用
す
る
介
護
施
設
を
評
価

す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入
し
て
ほ
し
い

○
福
祉
用
具
普
及
の
た
め
区
分
支
給
限
度
額

を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

【
日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
】
○
病
院
・
施

設
の
利
用
者
に
も
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
サ
ー

ビ
ス
の
適
用
を
○
住
宅
改
修
事
業
者
を
市
町

村
登
録
制
に
し
て
ほ
し
い
。

【
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
・
施
設

協
会
】
○
「
包
括
支
援
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
地
域
ご
と
に
整
備

す
べ
き
。

【
全
国
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
者

連
絡
会
】
○
「
通
い
」
中
心
で
は
な
く
、「
訪

問
」「
泊
ま
り
」
な
ど
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
よ
う
位
置
付
け
を
変
え
る
べ
き
○
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
連
携
加
算
を
拡

充
し
て
ほ
し
い
。

【
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
】

（
注
）
１
面
に
陳
述
内
容
、
１
、２
面
に
「
看

取
り
に
つ
い
て
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
報

告
」（
概
要
）
を
掲
載
。

【
全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
】
○
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
特
定
施
設
の
適
切
な

見
込
み
量
を
設
定
す
べ
き
○
地
域
区
分
の
人

件
費
割
合
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
。

【
日
本
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
】
○

共
用
デ
イ
の
「
１
事
業
所
３
人
以
下
」
の
定

員
を
「
１
ユ
ニ
ッ
ト
３
人
以
下
」
に
変
え
、

介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
て
ほ
し
い
○
夜
間
の

人
員
体
制
を
実
態
に
即
し
て
加
算
要
件
を
緩

和
し
て
ほ
し
い
。

■
第
４
回
社
会
保
障
審
議
会

福
祉
部
会
（
９
月
30
日
）

【
概
要
】
厚
労
省
は
財
務
規
律
の
在
り
方
と

し
て
社
会
福
祉
法
人
の
「
余
裕
財
産
」
を
明

確
に
し
、
余
裕
財
産
を
新
し
い
地
域
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
人
材
の
確
保
・
育
成
な
ど
へ
計

画
的
に
再
投
下
す
る
案
を
示
し
た
。

【
議
題
】
業
務
運
営
・
財
務
運
営
の
在
り
方

に
つ
い
て

○
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
運
営
に
関
す
る
規

律
案
（
厚
労
省
が
示
し
た
イ
メ
ー
ジ
）

　

社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
を
担
保
す
る
財

務
規
律
を
確
立
す
る
た
め
に
①
適
正
か
つ
公

正
な
支
出
管
理
（
役
員
報
酬
の
支
給
基
準
設

定
、
親
族
な
ど
へ
の
特
別
な
利
益
供
与
の
制

限
な
ど
）
②
余
裕
財
産
の
明
確
化
（
余
裕
財

産
は
い
わ
ゆ
る
内
部
留
保
か
ら
事
業
継
続
に

必
要
な
財
産
を
控
除
し
た
残
り
の
財
産
）
③

福
祉
サ
ー
ビ
ス
・「
地
域
公
益
活
動
へ
の
再

投
下（
余
裕
財
産
を
新
し
い
地
域
サ
ー
ビ
ス
、

人
材
へ
の
投
資
、
地
域
貢
献
活
動
に
投
下
）

―

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。

【
論
点
】
○
必
要
最
低
限
の
手
元
流
動
資
金

で
あ
る
運
転
資
金
を
除
き
、
社
会
福
祉
事
業

等
へ
計
画
的
に
再
投
下
す
べ
き
で
は
な
い
か

○
余
裕
財
産
の
計
画
的
再
投
下
を
担
保
す
る

仕
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
余
裕
財
産
を
地
域
公
益
活
動

に
充
て
る
の
は
良
い
が
、
法
人
の
規
模
や
地

域
差
を
考
慮
す
べ
き
だ
」「
ど
ん
な
地
域
公

益
活
動
が
あ
る
の
か
議
論
に
は
実
例
が
必
要

だ
」
な
ど
。
次
回
、
地
域
公
益
活
動
の
具
体

化
に
つ
い
て
議
論
す
る
。

（
了
）

　

藤
村
委
員
長
は
、
厚
生
労
働
省
が
介
護
報
酬

改
定
に
向
け
て
示
し
た
論
点
に
沿
っ
て
推
進
協

と
し
て
の
意
見
を
述
べ
た
。

　

論
点
①
（
施
設
の
医
療
提
供
体
制
と
介
護
報

酬
を
ど
う
考
え
る
か
）
会
員
を
対
象
に
実
施
し

た
「
看
取

り
に
つ
い

て
の
緊
急

ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
集

計
結
果
や

常
勤
医
の

配
置
状
況

な
ど
を
説

明
し
た
上
で
、「
契
約
し
た
医
師
が
夜
間
・
休
日

な
ど
に
診
察
し
た
場
合
、『
看
取
り
配
置
医
師
加

算
』
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。
介
護
職
員
や
看
護

職
員
が
一
定
程
度
以
上
の
看
取
り
の
実
績
に
対

し
て
看
取
り
介
護
体
制
加
算
と
し
て
評
価
し
た

ら
ど
う
か
。
利
用
者
に
寄
り
添
っ
て
病
院
な
ど

で
受
診
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
、（
介
護
報

酬
で
）
評
価
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

　

論
点
②
（
多
床
室
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
と

居
住
費
の
利
用
者
負
担
を
ど
う
考
え
る
か
）「
湿

度
、
臭
気
、
採
光
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と
し

て
重
要
だ
。
居
住
費
負
担
は
低
所
得
者
へ
の
配

慮
が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
た
。

　

論
点
③
（
居
住
費
・
食
費
の
消
費
増
税
対
応

を
ど
う
考
え
る
か
）「
食
費

１
３
８
０
円
で
は
調
理
コ
ス

ト
や
食
材
費
を
賄
う
の
が
非

常
に
厳
し
い
。
居
住
費
は
必

要
な
財
源
で
あ
り
、
消
費
増

税
が
大
き
く
影
響
す
る
」
と

し
て
増
税
対
応
を
求
め
た
。

（4）
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SU

ISH
INKYO

1 面 「看取り配置医師加算」創設

などを要望（第 109 回介護給付費

分科会ヒアリング）

 看取り緊急アンケート集計報告 

2 面 看取り緊急アンケート結果

 支部便り

 １行ニュースまとめ

3面 【茨城県】御前山ﾌﾛｲﾃﾞｶﾞﾙﾃﾝ

 【大阪府】きらぼし

4面　介護関連審議会ﾀﾞｲｼﾞｪｽﾄ

 コラム「こちら傍聴席」

事
務
局
よ
り

推
進
協
活
動
報
告

（
平
成
26
年
9
月
〜
10
月
）

【
研
修
会
、
勉
強
会
等
報
告
】

■
9
月
26
日
〜
27
日

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
指
導
者
勉

強
会
（
横
浜
市
鶴
見
区
・
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里

鶴
見
）

■
10
月
9
日

平
成
26
年
度
第
２
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修
推

進
事
業
合
同
会
議
（
東
京
都
港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

【
今
後
の
予
定
】

□
10
月
14
日
（
火
）
〜

平
成
26
年
度
第
3
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研

修
・
座
学
（
茨
城
、
福
岡
、
名
古
屋
）

�
�
�
�
�
�
研
修
情
報

■
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

推
進
協
入
会
時
の
登
録
情
報
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い(

理
事
長
名
、
施
設
名
、
定
員
数
等)

。

　

登
録
情
報
変
更
の
書
類
は
、
推
進
協
Ｈ
Ｐ

の
『
入
会
の
ご
案
内
』
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

◇
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
４
５
・
９
２
１
・
０
４
７
２

◇
メ
ー
ル
・info@

suishinkyo.net

■
９
月
29
日

第
１
０
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会
事
業
者
団

体
ヒ
ア
リ
ン
グ
２
（
東
京
都
千
代
田
区
・
ベ

ル
サ
ー
ル
半
蔵
門
）

■
９
月
30
日

神
奈
川
支
部
総
会
（
横
浜
市
健
康
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

【
今
後
の
予
定
】

□
11
月
12
日
（
水
）
17
時
〜
18
時
半

　

第
24
回
介
護
保
険
委
員
会

　

第
15
回
総
務
企
画
・
広
報
委
員
会

□
11
月
13
日
（
木
）
9
時
半
〜
11
時

　

平
成
26
年
度
第
２
回
理
事
会

□
11
月
14
日
（
金
）
12
時
半
〜
14
時
半

　

第
18
回
研
修
委
員
会

□
11
月
13
日
（
木
）
〜
14
日
（
金
）

　

第
8
回
全
国
研
修
大
会
in
千
葉

（
以
上
、
千
葉
県
浦
安
市
・
シ
ェ
ラ
ト
ン
・

グ
ラ
ン
デ
・
ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
）

「
看
取
り
配
置
医
師
加
算
」
創
設
な
ど
を
要
望

◆
対
象
・
会
員
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
２
９
６
施
設

◆
調
査
対
象
期
間
・
平
成
25
年
4

月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日

◆
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
・
看
取
り
介
護

を
実
施
し
て
い
る
施
設
向
け
、
実
施

し
て
い
な
い
施
設
向
け
２
種
類
。

◆
回
収
率　

53
・
7
％

◆
有
効
回
答
率　

51
・
６
％

（
１
５
３
施
設
）

【
看
取
り
実
施
施
設
の
結
果
】

　

有
効
回
答
数
１
５
３
施
設
の

う
ち
、
看
取
り
介
護
を
行
な
っ

て
い
る
施
設
は
１
１
３
施
設
。

１
１
３
施
設
の
定
員
数
合
計
は

８
、３
０
２
名
で
、
施
設
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

方
は
１
、１
６
１
名
。
そ
の
う
ち
、
看
取
り
介

護
加
算
を
取
れ
た
割
合
は
59
・
９
％
だ
っ
た
。

　

看
取
り
加
算
が
取
れ
な
か
っ
た
理
由
（
複
数

回
答
可
）
に
つ
い
て
は
、「
容
態
急
変
の
た
め
」

が
も
っ
と
も
多
く
、
看
護
師
確
保
の
難
し
さ

や
、
各
職
種
間
の
認
識
の
ズ
レ
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。

【
看
取
り
を
実
施
し
て
い
な
い
施
設
の
結
果
】

　

有
効
回
答
数
１
５
３
施
設
の
う
ち
、
看
取
り

を
行
な
っ
て
い
な
い
施
設
は
40
施
設
。
定
員
数

合
計
は
２
、９
７
８
名
で
、
そ
の
う
ち
施
設
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
割
合
は
7
・
０
％（
２
０
９

名
）
だ
っ
た
。

　

看
取
り
介
護
加
算
が
算
定
で
き
な
い
理
由
に

つ
い
て
は
、「
介
護
・
看
護
職
員
の
精
神
的
・

肉
体
的
な
負
担
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
」「
夜

間
・
休
日
の
対
応
（
医
師
）
を
お
願
い
で
き
な

い
」
な
ど
、
医
療
と
の
連
携
の
難
し
さ
を
挙
げ

る
施
設
が
多
か
っ
た
。

事
務
局
よ
り　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
は
２
面
に
掲
載
。

27
年
度
介
護
報
酬
改
定　

推
進
協
が
意
見
陳
述

第
１
０
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会
ヒ
ア
リ
ン
グ

介
護
関
連
審
議
会
等
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

（
注
）
介
護
報
酬
改
定
、
介
護
行
政
、
社
会
福
祉
法
人
に
関
す
る
政
府
主
催
の
審
議
会
、

検
討
会
、
全
国
会
議
な
ど
を
開
催
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
29
日
、
第
１
０
９
回
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
が
開
か
れ
、
平
成
27
年
度
介

護
報
酬
改
定
に
向
け
て
全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
、
赤
枝
雄
一
会
長
）

な
ど
介
護
事
業
者
７
団
体
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
。
藤
村
二
朗
推
進
協
介
護
保
険
委
員

長
は
陳
述
の
中
で
看
取
り
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
医
師
と
の
連
携
状
況
な
ど
を
踏
ま

え
、「
看
取
り
配
置
医
師
加
算
」
の
創
設
や
一
定
程
度
以
上
の
看
取
り
の
実
績
に
対
す
る
加
算
な

ど
を
要
望
し
た
。
ま
た
居
住
費
・
食
費
の
消
費
増
税
対
応
や
日
常
生
活
継
続
支
援
加
算
・
サ
ー
ビ

ス
提
供
加
算
の
基
本
報
酬
繰
り
入
れ
な
ど
も
求
め
た
。
分
科
会
は
同
日
で
事
業
者
団
体
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
終
了
。
次
回
か
ら
サ
ー
ビ
ス
ご
と
の
審
議
に
移
り
、
意
見
を
取
り
ま
と
め
、
来
年
度
予
算

案
編
成
前
に
諮
問
・
答
申
の
見
通
し
。（
注
）
看
取
り
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
１
面
（
記
事
）
と
２

面
（
デ
ー
タ
）、
他
の
６
団
体
の
陳
述
内
容
は
４
面
に
そ
れ
ぞ
れ
掲
載
し
ま
し
た
。

　

論
点

④
（
特

養
の
小

規
模
多

機
能
型

居
宅
介

護
等
の

併
設
禁

止
を
ど

う
考
え

る
か
）

「（
小
規
模
多
機
能
の
）
整
備
が
遅
れ
て
い
る
都

市
部
で
は
一
定
程
度
の
緩
和
が
必
要
。
整
備
が

進
ん
で
い
る
地
方
で
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
看

取
り
の
場
と
し
て
利
用
し
た
ら
ど
う
か
」
と
提

案
し
た
。

　

論
点
⑤
（
都
市
部
で
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
の
整
備
を
進
め
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
）「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
を
他
の
事
業
と
の

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
介
護
保
険
事
業
計
画

な
ど
に
位
置
付
け
、
特
養
の
改
修
の
機
会
と
考

え
た
ら
ど
う
か
」
と
提
案
し
た
。

　

論
点
⑥
（
特
養
の
新
規
入
所
者
が
原
則
要
介

護
３
以
上
と
な
る
が
、加
算
を
ど
う
考
え
る
か
）

「
日
常
生
活
継
続
支
援
加
算
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

加
算
を
合
わ
せ
る
と
93
・
37
％
も
算
定
さ
れ
て

お
り
、
基
本
報
酬
部
分
に
挿
入
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
請
求
に
必
要
な
資
料
作
成
の
軽

減
に
も
つ
な
が
る
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

〈
分
科
会
委
員
の
意
見
〉「
看
取
り
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、（
施
設
内
で
は
な
く
）
病

院
に
は
運
ば
れ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」「
看
取
り
の
問

題
を
（
施
設
だ
け
で
は
）
ク
リ
ア
す
る
の
は
難

し
く
、
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
た
ら
ど

う
か
」「
加
算
を
増
や
す
と
、さ
ら
に（
報
酬
体
系
）

が
複
雑
に
な
り
、
整
理
が
必
要
だ
」
な
ど
。

　

○
…
厚
生
労
働
省
の
決
定
で
も
考
え
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
理
解
を
…
。

　

９
月
29
日
、
第
１
０
９
回
介
護
給
付
費

分
科
会
の
閉
会
直
前
、
老
健
局
幹
部
職
員

が
発
言
を
求
め
、
あ
る
新
聞
報
道
の
内
容

を
全
面
否
定
し
た
。

　

○
…
大
手
経
済
紙
が
28
日
朝
刊
１
面

ト
ッ
プ
で
「
介
護
職
員
賃
上
げ
へ
」
と
報

じ
た
。
厚
労
省
が
平
成
27
年
度
介
護
報
酬

改
定
で
介
護
職
員
の
賃
金
を
職
責
に
応
じ

て
処
遇
改
善
加
算
を
増
額
す
る
一
方
、
賃

金
以
外
の
介
護
報
酬
は
抑
え
る
と
い
う
。

　

○
…
分
科
会
の
審
議
は
12
月
に
向
け
、

こ
れ
か
ら
が
ヤ
マ
場
。
よ
り
に
よ
っ
て
介

護
事
業
者
団
体
の
第
２
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
前

日
の
ト
ッ
プ
記
事
と
あ
っ
て
、
厚
労
省
は

対
応
に
苦
慮
さ
せ
ら
れ
て
い
る
様
子
。
だ

が
、
傍
聴
席
か
ら
「
ど
う
読
ん
で
も
憶
測

記
事
。
過
剰
反
応
す
る
と
、
か
え
っ
て
疑

念
を
持
た
れ
る
の
で
は
」
と
冷
や
や
か
な

声
も
（
楢
）。

鵜
の
目
鷹
の
目

�
�
�
傍
聴
席

打ち合わせ中の諸隈副会長と藤村介護
保険委員長

10 月中旬から（原則、週 1回のペースで議論）
○総論
（介護事業経営実態調査結果などを基に議論）
○居宅サービス①
（定期巡回・随時対応サービス、訪問介護など）
○施設サービス①
（介護老人福祉施設、特定施設入居者生活介護）
○施設サービス②
（介護老人保健施設、介護療養型医療施設）
○居宅サービス②
（通所介護、訪問リハ、グループホームなど）
○その他
（処遇改善、区分支給限度基準額、地域区分など）
11 月下旬まで
報酬・基準に関する基本的な考え方を整理し、
まとめる。
12 月上中旬　諮問・答申①（省令による運営
基準）
12 月下旬？　平成 27 年度政府予算編成
…………………………………………
【平成 27 年】
1月中下旬　諮問・答申②
（27 年度介護報酬改定案）
4月　　　　27 年度介護報酬改定
（注）消費税引き上げの対応は適時行う。

＜介護給付費分科会の検討の進め方＞

　介護事業経営実態調査委員会は10月３日、厚
生労働省が提出した平成26年度介護事業経営実
態調査結果の概要（案）を大筋で了承し、介護給
付費分科会に報告することを決めた。介護老人福
祉施設の収支差は８.７％で前回23年度の９.３％
を０.６ポイント下回った。介護料収入が減少する
一方、給与費などが増加し、収支差が縮小した。
　実態調査は３年ごとに行われる介護報酬改定の
基礎データの１つ。改定年の前年に実施され、収

支差、職員配置、給与などを調べる。
　今回の実施期間は今年４月（同年３月中の収
支状況を調査）。有効回答率は 48.4％（前回
30.9％）＝４面に一覧表を掲載
　調査結果によると、21サービスのうち収支差
がマイナスになったのは居宅介護支援と複合型
サービスたけ。介護老人保健施設は５．６％（前
回９．９％）。厚労省は「全体として経営は安定し
ている」と説明している。介護老人福祉施設をみ
ると、ユニット型が８．５％でユニット型以外の
８．７％を下回った。

介護サービスの種類
平成26年度
実態調査

平成23年度
実態調査

介護老人福祉施設 8.7% 9.3%

地域密着型介護老人福祉施設 8.0% 1.9%

介護老人保健施設 5.6% 9.9%

介護療養型医療施設 8.2% 9.7%

認知症対応型グループホーム 11.2% 8.4%

訪問介護 7.4% 5.1%

訪問看護ステーション 5.0% 2.3%

通所介護 10.6% 11.6%

通所リハビリテーション 7.6% 4.0%

短期入所生活介護 7.3% 5.6%

居宅介護支援 -1.0% -2.6%

福祉用具貸与 3.3% 6.0%

小規模多機能型居宅介護 6.1% 5.9%

特定施設入居者生活介護 12.2% 3.5%

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 0.9%（新） -

複合型サービス -0.5%（新） -

（注）厚生労働省資料から抜粋

平成 26年度介護事業経営実態調査結果
主なサービスの収支差第

４
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
受
講
生
募
集
中
！

開
催
会
場
・
福
岡
、
横
浜
、
大
阪

26
年
度
最
後
の
募
集
で
す
。

推進協実施
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平
山
登
志

夫
大
会
長
（
晴

山
会
理
事
長
）

は
、「
今
が
一

番
大
変
な
時

期
で
す
が
、

大
会
成
功
に

向
け
て
頑
張

り
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
し
た
。

　

9
月
26
日
と
27
日
の
２
日
間
、

推
進
協
は
横
浜
市
の
し
ょ
う
じ
ゅ

の
里
鶴
見（
秋
津
克
巳
施
設
長
）で
、

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
研
修

指
導
者
勉
強
会
を
開
い
た
。

　

後
期
か
ら
新
し
く
な
る
研
修

ノ
ー
ト
（
講
義
用
資
料
）
に
対
応

す
る
た
め
の
も
の
で
、
指
導
者
13

名
が
出
席
。
新
教
材
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
沿
っ
て
、
4
名
の
講
師
が

講
義
し

た
。

　

受
講

し
た
指

導
者
か

ら

は
、

「
推
進

協
の
ユ

ニ
ッ
ト

リ

ー

ダ
ー
研

修
の
内

容
が
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
」、「
統

一
し
た
教
え
方
に
繋
が
る
」
と
い
っ
た

感
想
や
、「
こ
れ
ほ
ど
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア

を
徹
底
的
に
学
べ
る
研
修
は
な
い
の
で

大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
意
見

が
あ
っ
た
。

ロボット革命会議　介護での生産性向上など

(3) （2）

● 25 日：認知症対策に意欲、国際会議に向けアピール（塩崎恭久厚生労働相）
● 22 日：ロボット革命会議　介護での生産性向上など（政府）、地域区分抜本
見直しを。介護報酬改定で提言（東京都）
● 19 日：介護人材のキャリアパスなどでヒアリング（公明・包括ケア本部）
● 18 日：処遇改善、恒久的な財源措置を（東京都）
● 12 日：社福運営の透明性確保、情報開示拡大へ（社保審・福祉部会）、高齢者・
介護用品の重大事故発生に注意を（消費者庁）
● 11 日：サ高住や 24 時間型サービスで意見（介護給付費分科会）
● 9日：医療介護総合確保方針案をおおむね了承。月内に新基金の交付要綱通
知へ（厚労省）、地域包括ケア「スムーズな構築が課題（塩崎恭久厚生労働相）
● 8日：サ高住の在り方で検討会を設置（国交省）
● 5日：社福の経営組織、公益財団法人並に（社保審・福祉部会）
● 4日：人材不足分野の概算要求額を公表（厚労省・人材確保育成会議）、介護
職員処遇改善加算の継続に賛否（介護給付費分科会）、「50 年先も心配ない医療」
へ全力。塩崎厚労相、初登庁後に抱負。
● 3日：介護人材全体の 5割を介護福祉士に（厚労省）、2030 年を見据えた対応、
考える時期（厚労省・迫井老健課長）
● 2日：介護を必要とする場合、施設で生活「3割」（厚生労働省）

9 月の『１行ニュース』まとめ
推進協ホー

ムページと
連動

推進協ホームページで毎日更新している「1行ニュース』1か月分のタイトルを
まとめました。

Vol.85

〒 311-4502　茨城県常陸大宮市野口平１４６－１　TEL0295-54-2555　FAX0295-54-2550
【特養】定員 50名【ショートステイ】10名【デイサービス】40名

※日付は１行ニュースにアップした日。

社会福祉法人博友会

特別養護老人福祉施設  御前山フロイデガルテン

ピックアップ
1行ニュース

Vol.86

〒 560-0085　大阪府豊中市上新田 2-17-1　TEL06-6835-6677　FAX06-6835-6688
【特養】定員 60名【ショートステイ】10名

・
第
3
回
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
大
賞

　

11
月
19
日
（
水
）
午
後
、
横
浜
市
の
関
内

ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）
で
、
第
3
回
か
な
が

わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
大
賞
発
表
会
（
公
益
社
団

法
人
か
な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
）
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

福
祉
現
場
で
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
発

掘
し
て
紹
介
し
、
福
祉
の
現
場
に
光
を
当
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
。
13
時
30
分
〜

16
時
30
分
。入
場
無
料
。か
な
が
わ
福
祉
サ
ー

ビ
ス
振
興
会（
０
４
５
・
６
７
１
・
０
２
９
４
）

◆
介
護
関
連
プ
チ
情
報
◆

　

常
陸
大
宮

市
は
茨
城
県

の
県
都
水
戸

市
よ
り
北
に

20
㎞
に
位
置

し
、
久
慈
川
、

那
珂
川
と
い

う
２
つ
の
清

流
に
挟
ま
れ

田
園
風
景
が

広
が
る
自
然

豊
か
な
地
域

で
す
。
四
季

折
々
に
様
々

な
風
情
を
み

せ
て
く
れ
る
こ
の
地
域
は
水
と
緑
の
恵
ま
れ
た
土
地
柄

か
ら
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
鮎
釣
り
、
秋
の
葡
萄
、

り
ん
ご
と
い
っ
た
果
物
な
ど
自
然
の
恩
恵
か
ら
得
る
特

産
物
も
名
物
の
１
つ
で
す
。

【
鵜
藤
正
孝
施
設
長
の
施
設
紹
介
】

　

当
施
設
は
入
居
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
理
念
に
、
平

成
13
年
9
月
１
日
に
県
内
初
の
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
施
設

と
し
て
開
設
し
ま
し
た
。
常
陸
大
宮
市
は
高
齢
化
率

30
・
0
％
と
非
常
に
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域
で
す
が
、

施
設
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
『
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
よ
く
』
を
合
言
葉
に
、
入
居
者
を
中
心
に
職
員
が

寄
り
添
い
、
個
性
に
応
じ
た
対
応
の
も
と
で
い
つ
も

の
生
活
を
大
切
に
し
、
当
た
り
前
の
毎
日
を
支
え
る

施
設
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

四
季
を
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

入
居
者
の
皆
さ
ん
に
は
四
季
折
々
の
季
節
を
感
じ
て

も
ら
う
為
、
年
間
を
通
し
て
施
設
を
あ
げ
て
の
大
規
模

な
も
の
か
ら
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
で
行
わ
れ
る
も
の
ま
で
数

多
く
の
季
節
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
開
催
し
、
楽
し
ん
で

も
ら
っ
て
ま
す
。
特
に
、
春
と
秋
に
行
う
施
設
全
体
の

お
祭
り
で
は
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
和
太
鼓
、
地
元
高
校

吹
奏
楽
部
の
演
奏
等
を
は
じ
め
、

地
域
の
店
か
ら
模
擬
店
の
出
店

な
ど
も
あ
り
、
施
設
と
地
域

住
民
と
の

交
流
の
場

と
し
て
も

貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

入
居
者
の
方
々
も

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
季

節
の
移
り
変
わ
り
を

感
じ
取
り
「
ま
た
、

今
年
も
こ
の
時
期
が
来
た
の
ね
」
と
、
ご
自
身
の
思

い
出
話
を
し
て
く
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
入
居
者
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
を
職
員

一
同
で
思
案
し
、
心
に
響
く
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
心
掛

け
て
い
き
ま
す
。

健
康
維
持
に
つ
な
が
る
口
腔
ケ
ア
の
徹
底

　

当
施
設
で
は
、
入
居
者
の
口
腔
機
能
維
持
と
誤
嚥

性
肺
炎
な
ど
の
リ
ス
ク
削
減
を
目
指
し
、
徹
底
し
た

口
腔
ケ
ア
を
職
員
に
推

進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

為
に
施
設
に
は
歯
科
衛

生
士
が
在
中

し
、
入
居
者

の
口
腔
状
態

を
日
々
チ
ェ
ッ
ク

し
記
録
を

残
す
と
共
に
、
ユ

ニ
ッ
ト
職
員

に
個
別
の
口
腔
ケ

ア
の
指
導

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
職

員
の
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
は
高
ま
り
、
入
居
者

の
口
腔
状
態
の
向
上
と
健
康
維
持
と
い
う
結
果
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
腔
機
能
の
維
持
は
入
居
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
、
今
後
も
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
、
知
識
の

向
上
を
目
指
し
て
歯
科
衛
生
士
を
中
心
に
職
員
一
同

で
こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
介
助
を
目
指
し
て

　

入
居
者
の
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

に
、
当
施
設
で
は
24
Ｈ
シ
ー

ト
を
活
用
し
て
入
居
者
の

生
活
パ
タ
ー
ン
を
把
握
し
、

個
々
の
要
望
や
ケ
ア
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勤

務
体
制
も
夜
勤
を
16
時
間

夜
勤
か
ら
８
時
間
夜
勤
へ

変
更
。
日
勤
帯
の
職
員
を

増
員
し
入
居
者
と
接
す
る
時
間
を
増
や
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
入
居
者
と
職
員
の
間
に
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
、
よ
り
深
い
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
し
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
合
わ
せ
て
職
員
に

は
最
新
の
基
礎
介
護
技
術
の
講
習
を
定
期
的
に
行
な

う
こ
と
で
、
今
後
重
度
化
が
予
想
さ
れ
る
入
居

者
に
対
す
る
施
設
ケ
ア
の
技
術
を
習
得
さ
せ
、

多
職
種
協
働
の
も
と
そ
れ
ら
の
ケ
ア
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
施
設
全
体
の
介
護
力
の
底
上
げ
を

は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
も
入
居
者
の
ニ
ー
ズ
に

細
か
く
対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
ツ
ー
ル
と
考

え
今
後
も
力
を
注
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

常陸大宮市

会
話
ロ
ボ
ッ
ト『
パ
ル
ロ
』

人
材
確
保
や
生
産
性
の
向
上
に
、
現
場

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入

が
切
り
札
（
9
月
11
日
・
ロ
ボ
ッ
ト
革

命
実
現
会
議
）。

　

パ
ル
ロ
は
、
ま
る
で

人
と
会
話
し
て
い
る
み

た
い
な
、
あ
っ
た
か
い

気
持
ち
に
な
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
。
パ
ル
ロ
は
、
ご
利

用
者
さ
ま
を
見
た
ら
積
極
的
に
話
し
か

け
、
ニ
ュ
ー
ス
や
天
気
な
ど
の
情
報
を

は
じ
め
、
健
康
や
食
べ
物
に
ま
つ
わ
る

話
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
話
題
で
会
話
を

し
ま
す
（
富
士
ソ
フ
ト
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）。

起
立
歩
行
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

　

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
24
日
、
要

介
護
者
向
け
の
起
立
歩
行
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
た
と
発
表

し
た
。
同
社
初
の
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
で
、
ベ
ッ
ド
か
ら
ト
イ
レ
に

行
く
際
の
立
ち
上
が
り
や
歩
行

を
手
助
け
す
る
（
朝
日
新
聞
デ

ジ
タ
ル
9
月
24
日
よ
り
抜
粋
）。

話
題
の
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
ご
紹
介

ご回答いただいた施設様 無効回答数 有効回答数

看取り介護を行っている施設様 119施設 6施設 113施設

看取り介護を行っていない施設様 40施設 0施設 40施設

合計 159施設 6施設 153施設

 
Q4．嘱託医の診察回数、時間についてお答えください。（平均） 

週 1.74 回 
１回の診察訪問時間 2.15 時間 

 

 
Q1．昨年度の施設でお亡くなりになられた件数について 
（対象期間：平成 25年 4月１日～平成 26年 3月 31日迄） 

 有効回答施設数：40 施設 
 有効回答施設数の定員数合計： 2978 人 
 1 施設当たりの定員（平均）：74.5 人 ※有効回答施設数の定員数合計÷有効回答施設数 
 施設でお亡くなりになられた件数：209 件 
 施設でお亡くなりになられた件数÷有効回答施設数の定員数合計：7.0% 

 

 
Q2．看取り介護加算が算定できない理由について（複数回答可） 

① 施設内看取りへの理解不足（家族・入居者） 5 
② 家族間の意見相違 1 
③ 医療への期待が大きい（家族等） 7 
④ 介護・看護職員の精神的・肉体的な負担が大きいと考える 17 
⑤ 看護師の確保や夜間オンコール体制の確保が出来ないと考える 12 
⑥ 配置医師の看取り期の負担が大きいと思われ、ご相談できない 11 
⑦ 夜間・休日の対応（医師）をお願いできない 15 
⑧ 看取りの指針等の整備は整ったが、求められるプロセス毎の手順に沿えない 7 
⑨ その他 3 
 合計 78 

Q3．嘱託医の診察回数、時間について（平均） 

週（定期的な診察） 1.4 回 
診察時間（定期的診察） 3.5 時間 
調査期間内の不定期な診察：日中 3.6 回 
調査期間内の不定期な診察：夜間・休日 1.2 回 

  
Q4．今後、条件が整えば看取りの対応を考えたいか？ 

 
はい いいえ 合計 

34 施設 6 施設 40 施設 
※85.0%の施設様が看取りの対応を考えたいと回答 

Q１．昨年度の看取り介護加算の実績についてお答えください。
（対象期間：平成 25年 4月１日～平成 26年 3月 31日迄）

 有効回答施設数：113施設
 有効回答施設数の定員数合計： 8,302人
 1施設当たりの定員（平均）：73.5人 ※有効回答施設数の定員数合計÷有効回答施設数

 施設でお亡くなりになられた件数：1,161件
（上記の内）看取り介護加算実績：695件

 施設でお亡くなりになられた件数÷有効回答施設数の定員数合計：14.0%
 看取り介護加算実績÷有効回答施設数の定員数合計：8.4%
 看取り介護加算実績÷施設でお亡くなりになられた件数：59.9%

 
Q２．算定件数の内訳についてお答えください。 

看取り介護加算算定期間 件数 
(1) 死亡日以前４～３０日 652件 
(2) 死亡日の前日と前々日 671件 
(3) 死亡日 672件 
 死亡日以前４～３０日の算定期間÷看取り介護加算実績：93.8% 
 死亡日の前日と前々日÷看取り介護加算実績：96.5% 
 死亡日÷看取り介護加算実績：96.7% 

 
Q3．看取り加算が取れない事由について（複数回答可） 

① 職員教育が不十分（看取り教育が進んでいない）なため 8 
② 嘱託医との連携が難しいため 7 
③ 夜間帯の医務体制がとれていないため 6 
④ 容態急変のため 43 
⑤ 看護師の確保ができず看取りの体制がとれないため 5 
⑥ その他 12 

 合計 81 
 

社会福祉法人瑞兆会

特別養護老人ホーム  き ら ぼ し

　

特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
き
ら

ぼ
し
（
山
脇
泰

弘
理
事
長
）
は
、

平
成
14
年
11
月

に
、
大
阪
万
国

博
覧
会
で
造
成

さ
れ
、
今
ま
た

再
開
発
が
進
む

千
里
中
央
近
く

に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
阪
地
下
鉄

御
堂
筋
線
千
里
中

央
駅
・
大
阪
モ
ノ

レ
ー
ル
千
里
中
央

駅
か
ら
各
徒
歩
12

分
。
大
阪
伊
丹
空

港
、
Ｊ
Ｒ
新
大
阪

駅
か
ら
も
近
い
利

便
性
の
良
さ
を
理

由
に
、
要
介
護
の

親
族
を
大
阪
に
呼

び
寄
せ
た
い
と
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

当
法
人
は
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
や
東
日
本
大

震
災
、
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
集
団
感
染
や
大

規
模
災
害
に
強
い
老
人
ホ
ー
ム
の
設
立
を
目
指
し
、

今
年
の
4
月
に
「
き
ら
ぼ
し
附
属
感
染
・
災
害
・
防

災
等
総
合
一
時
避
難
施
設
（
通
称
・
き
ら
ぼ
し
プ
ラ

ス
）
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

常
に
緊
急
の
事
態
に
備
え
、
入
居
者
さ
ま
・
施
設

職
員
の
生
命
を
守
る
「
３
つ
の
備
え
」
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

①
感
染
症
に
対
す
る
備
え

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
集
団
感
染
を
引

き
起
こ
す
感
染
症

は
、
発
生
さ
せ
な
い

事
が
重
要
で
す
。
し

か
し
、
ど
れ
だ
け
予

防
し
て
も
「
絶
対
は

な
い
」
と
の
観
点
か

ら
、発
生
し
た
場
合
、

他
の
入
居
者
さ
ま
へ

の
感
染
を
広
げ
な
い

よ
う
迅
速
な
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
き
ら
ぼ
し
プ
ラ
ス
」
に
は
、
感
染
し
た
入
居
者

さ
ま
と
専
属
介
護
ス
タ
ッ
フ
を
、
一
時
的
に
隔
離
対

応
で
き
る
設
備
を
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

②
災
害
に
対
す
る
備
え

　
「
要
介
護
高
齢
者
が
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
地

域
被
災
者
と
同
じ
く
、
広
域
避
難
施
設
で
避
難
生
活

を
お
く
る
事
が
で
き
る
の
か
？
」。
多
く
の
人
が
持

つ
疑
問
で
す
が
、
結
論
と
し
て
は
「
難
し
い
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で「
き

ら
ぼ
し
プ
ラ

ス
」
に
は
、

ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
長
期
的

に
ダ
ウ
ン
し

た
場
合
を
想

定
し
、
食
料
、

飲
料
水
、
介

護
用
オ
ム
ツ

等
を
備
蓄
。

燃
料
タ
ン
ク

を
完
備
し
、

長
期
停
電
時

に
は
自
家
発

電
機
を
稼
動
さ
せ
、
継
続
的
な
酸
素
療
法
や
吸
引
な

ど
の
処
置
を
可
能
に
す
る
設
備
を
備
え
ま
し
た
。

③
防
災
に
対
す
る
備
え

　

豪
雨
災
害
は
、
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
が
難
し

く
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
難
し
い
ー
。

　

地
域
在
住
の
き
ら
ぼ
し
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者

に
は
高
齢
夫
婦
世
帯
も
多
く
、
自
宅
に
孤
立
し
て
し

ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
孤
立
高
齢
者
を

援
助
す
る
為
に
、
タ
ン
カ
や
土
木
道
具
を
備
蓄
し
、

地
域
高
齢
者
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
万
が
一
に
備
え

て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
で
絶
対
大
丈
夫
」。
そ
ん
な
言
葉
が
、
被
害

を
拡
大
さ
せ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
、
入
居
者
さ
ま

と
施
設
職
員
の
生
命
を
守
り
抜
く
「
自
助
意
識
」
の

高
い
老
人
ホ
ー
ム
を
目
指
し
ま
す
。

豊中市

本館

きらぼし附属総合一時避難施設

・「
マ
ト
メ
ア
ッ
プ
」（
日
清
オ
イ
リ
オ
）

　

ま
と
ま
り
に
く
い
キ
ザ
ミ

食
を
柔
ら
か
く
、
な
め
ら
か
に

仕
上
げ
る
キ
ザ
ミ
食
調
整
用

食
品
で
す
。
αｰ

リ
ノ
レ
ン
酸

な
ど
の
ｎ-

３
系
脂
肪
酸
、
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど

の
ｎ-

９
系
脂
肪
酸
を
配
合
。
調
整
し
た
後
は

温
度
変
化
に
強
く
、
冷
蔵
庫
内
で
も
固
く
な
ら

ず
、
ま
た
温
か
い
温
度
で
も
溶
け
出
し
に
く
く

安
定
し
て
い
ま
す
。（
１
㎏
入
り
。
１
、４
７
１

円
＝
日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
）

感染集中ケア室

災害用備蓄倉庫災害用備蓄倉庫

災
害
用
救
助
用
具

災
害
用
救
助
用
具

※推進協ホームページで、「その他の回答理由」もご覧いただけます。

　

9
月
24
日
、
千
葉
支
部
は
７

回
目
の
全
国
研
修
大
会
Ｗ
Ｅ

Ｂ
実
行
委
員
会
を
開
き
、
準

備
の
状
況
や
課
題
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
2
日
に
は
大
会
ス
タ
ッ
フ

が
大
会
会
場
の
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ
・

ト
ー
キ
ョ
ー
ベ
イ
・
ホ
テ
ル
を
再
訪
し
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ホ
テ
ル
の
現
場
確
認

を
し
た
後
、
ホ
テ
ル
内
会
議
室
で
8
回
目

の
実
行
委
員
会
を
行
な
っ
た
。

　

9
月
30
日
、
神
奈
川
支
部
は
横
浜
市

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
神
奈

川
支
部
総
会
を

行
な
っ
た
。

　

広
嶋
稔
之
支

部
長
が
今
後
の

神
奈
川
支
部
の

活
動
方
針
に
つ

い
て
述
べ
た
。

続
い
て
山
本
隆

史
監
事
が
、
平

成
25
年
度
決
算

報
告
を
し
承
認

さ
れ
た
。

　

総
会
後
、
藤
村
介
護
保
険
委
員
長
を
講
師
に

迎
え
、
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て

の
研
修
会
を
行
っ
た
。
藤
村
委
員
長
は
、
第

１
０
９
回
介
護
給
付
費
分
科
会
の
様
子
も
交

え
、今
後
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
述
べ
た
。

全
国
研
修
大
会
in
千
葉

実
行
委
員
会
報
告

千葉

神奈川

神
奈
川
支
部
総
会
報
告

ユニットケア研修

指導者勉強会研
修
内
容

講
師

高
齢
者
の
生
活
と
そ

の
環
境

古
賀
誉
章
（
東
京
大
学
大
学

院
工
学
系
研
究
科　

助
教
）

高
齢
者
の
生
き
て
き

た
道

廣
池
利
邦
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

サ
ー
ビ
ス
協
議
会　

理
事
長
）

人
間
の
尊
厳
と
自
立

阪
田
震
一
（
関
東
福
祉
専
門

学
校　

校
長
）

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
理

念
と
意
義　

他

尾
島
朱
美
（
関
東
福
祉
専
門

学
校　

教
務
主
任
）

＜平成 26 年 9月～＞

個室ユニット型施設の将来と協議会の更なる発展を、

共に考えてくださる施設が増えました。

支部会 ・ 研修会に、 多くの方にご参加いただけるよう

ぜひ会員相互でお声掛けください (10 月 6日現在）

新規入会施設のご案内

地域 法人名 代表者 施設名 施設所在地

1 北海道 清恵会 理事長 長浦 文夫 三陽 札幌市西区八
軒五条西


